
平 成 １ ９ 年 度 総 会

と き 平成19年４月１日(日) 15時00分

ところ 富山第一ホテル

富山県ソフトテニス連盟



平 成 1 9 年 度 総 会 議 題

１．会長挨拶

２．表彰

３．本部評議員会報告

４．北信越連盟理事長会議報告

５．協議事項

(1) 平成 18 年度事業報告

(2) 平成 18 年度決算報告

(3) 役員改選

(4) 平成 19 年度事業計画(案)

(5) 平成 19 年度収支予算(案)

(6) その他



２．表 彰 （敬称略）

１．平成 18 年度(財)日本ソフトテニス連盟表彰

○ 支部功労者 高 辻 則 夫（富山県ソフトテニス連盟・副理事長）

山 口 敏 彦（富山県ソフトテニス連盟・常任理事）

○ 優 良 団 体 福野町ソフトテニススポーツ少年団

○ 全日本ランキング表彰

種 別 順位 氏 名 所 属

総合男子 ２位
小 峯 秋 二

(松 口 友 也 )

高岡ビッグウェーブ

厚木市役所（神奈川県）

ジュニアダブルス

２部女子
３位

稲 積 佳 林

沼 口 菜 生
高岡商業高校

３位
稲 積 佳 林

沼 口 菜 生
高岡商業高校

高校女子

９位
長谷日香 里

城寶さお り
高岡商業高校

男子シングルス ５位 稲積京之 介 日本体育大学 (高岡商業高校出身)

２．平成 18 年度富山県ソフトテニス連盟表彰

富山県ソフトテニス連盟表彰規定（抜粋）
第１条 連盟の発展並びに活動に顕著な貢献をした者、大会等において顕著な成績を残した者を対象に以下の通りと表彰する。

１． 功労者表彰
２． 優秀選手（指導者、団体を含む）表彰
３． 年間ランキング表彰

第２条 功労者表彰は、多年にわたり当連盟の発展並びに活動に顕著な貢献をした者に贈る。
１． 本賞は賞状並びに記念品とする。
２． 本賞は以下に定める事項に該当するものを対象者とする。

(1) 奥井賞（特別表彰）：
会長、副会長、理事長として通算 10年以上在職し、特に功績顕著と認められる者。ただし，この表彰は１回
限りとする。

(2) 感謝状：
① 顧問を除く役員として通算 10年以上経過し、特に功績顕著と認められる者。ただし、この表彰は１回限り

とする。
② 当連盟の競技力の向上に顕著な貢献したと認められる者

(3) 上記事項と同等の功績と認められる事由がある者

第３条 優秀選手表彰は、当該年度の大会等において顕著な成績を収めた者に贈る。
１． 本賞は賞状並びに以下に定める激励金とする。
２． 本賞は以下に定める事項に該当するものを対象者とする。ただし，国体は除く。

(1) 特別優秀選手：
アジア競技大会、東アジア競技大会、世界選手権大会、アジア選手権大会に日本代表として出場し、
優秀な成績を収めた選手及び指導者【激励金３万円】

(2) 優秀選手：
日本ソフトテニス連盟主催及び共催大会において、優勝した団体または選手及び指導者【激励金２万
円（団体の場合は５万円）】

(3) 優良選手：
日本ソフトテニス連盟主催及び共催大会において、ベスト４以上の成績を収めた団体または選手【激
励金１万円（団体の場合は３万円）】

(4) 上記事項と同等の功績と認められる事由がある者
第４条 年間ランキング表彰は、別に定める当該年度の大会等におけるポイント上位者（第３位まで）に贈る。
第５条 本賞の決定は理事会において行う。ただし、理事会において受賞該当者がないと認められたときは、その年度の賞

は贈らない。



○ 優秀選手表彰

(1) 優良選手

氏 名 表 彰 事 由

小 峯 秋 二 表彰規定第３条第２項(3)。天皇賜杯全日本選手権大会２位

稲 積 佳 林 表彰規定第３条第２項(3)。全国高校選手権大会女子３位ほか

沼 口 奈 生 表彰規定第３条第２項(3)。全国高校選手権大会女子３位ほか

山 森 誠 二 表彰規定第３条第２項(3)。高岡商業高校監督としての実績

○富山県ランキング表彰

種 別 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位

小学男子

柿 谷 祐 也
(氷見ジュニアソフトテニスクラブ)

中 田 滉 士
(氷見ジュニアソフトテニスクラブ)

前 田 暁 人
(城端ソフトテニス少年団)

早 川 太 一
(城端ソフトテニス少年団)

坂 林 孝 明
(高岡ソフトテニス少年団)

榊 勇 人
(高岡ソフトテニス少年団)

徳 川 遵
(福野ソフトテニス少年団)

梅 基 翔 太
(福野ソフトテニス少年団)

小学女子

江 川 望
(福光ソフトテニス少年団)

北 村 静 花
(福光ソフトテニス少年団)

柿谷真梨 衣
(氷見ジュニアソフトテニスクラブ)

絹 野 志 朋
(氷見ジュニアソフトテニスクラブ)

中 川 瑞 貴
(福光ソフトテニス少年団)

高 畑 茉 侑
(福光ソフトテニス少年団)

湯 浅 加 奈
(福光ソフトテニス少年団)

石田菜 々 香
(福光ソフトテニス少年団)

中学男子

尾 山 浩 章
(氷見北部中学校)

吉 滝 昇 平
(氷見北部中学校)

足 立 大 輝
(氷見北部中学校)

山 崎 誠
(氷見北部中学校)

前 田 亮
(庄西中学校)

河 嶋 優 児
(庄西中学校)

長 山 和 哉
(桜井中学校)

吉田慎一 郎
(桜井中学校)

中学女子

丸 山 詩 央
(氷見北部中学校)

的 場 友 望
(氷見北部中学校)

渡 辺 幸 代
(城端中学校)

藤 田 佳 那
(城端中学校)

砂 山 夏 実
(氷見北部中学校)

東海あか ね
(氷見北部中学校)

川 合 海 月
(吉江中学校)

長 尾 結 衣
(吉江中学校)

高校男子

長谷川 慶
(高岡商業高等学校)

種 田 龍 介
(高岡商業高等学校)

中 川 祐 貴
(高岡商業高等学校)

寺生龍之 介
(高岡商業高等学校)

中 本 悠 太
(富山工業高等学校)

前 田 陽 介
(富山工業高等学校)

長 崎 俊 祐
(入善高等学校)

伊 野 拓 実
(入善高等学校)

高校女子

呉松麻里 奈
(高岡西高等学校)

谷 伊規 子
(高岡西高等学校)

稲 積 佳 林
(高岡商業高等学校)

沼 口 菜 生
(高岡商業高等学校)

植 野 恵
(高岡商業高等学校)

平 田 晶 絵
(高岡商業高等学校)

長 崎 未 沙
(高岡西高等学校)

山 本 容 子
(高岡西高等学校)

種 別 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ４ 位

一般男子 小 峯 秋 二
(高岡ビッグウェーブ)

稲積京之 介
(日本体育大学)

片 山 諭 志
(高岡ビッグウェーブ)

柴 田 泰 輔
(早稲田大学)

一般女子 高塚みな み
(タカギセイコー)

村 上 杏 奈
(タカギセイコー)

鈴 木 裕 子
(タカギセイコー)

山 下 恵
(タカギセイコー)



３．本部評議会報告

平成１８年度評議員会が、１２月１７日（日）午前９時３０分から全共連別館（東京都内）において、

全国４７都道府県代表等の評議員と本部役員等が出席し開催されました。

【要旨の抜粋】

●第１号議案 平成１９年度事業計画（案）

Ⅰ．平成１９年度事業計画書

１．会員登録の促進

（１）小・中学生の会員登録の促進

（２）登録手続きの効率化：ＩＴシステムの活用

（３）障害補償制度の徹底・活用の促進

２．競技力向上に関し、次の事業を実施する。

（１）競技者育成プログラムの推進

Step1 から Step5 の過程を実施することによって，一貫指導システムの構築を図る

※Step4 等の派遣に関して，文科省・日体協の派遣依頼状の発行は無理（事業主体は日連）

（２）全日本 U-14，U-18，U-21 の強化合宿：年２回

※富山県関係

全日本 U-14 男子：村上 誠（小杉中学校）

全日本 U-14 女子：的場友望（氷見北部中学校）

全日本 U-18 女子：稲積佳林（高岡商業高校），沼口菜生（高岡商業高校→青山学院大学）

呉松麻里奈（高岡西高校→青山学院大学）

全日本 U-21 男子：稲積京之介（日本体育大学：高岡商業高校出身）

３．指導者養成のために、次の事業を実施する。

（１）全国小学生・中学生・高校生指導者の合同研修会

（２）指導員者養成事業の推進

・コーチ・上級コーチ講習会（日連主催：専門科目を夏季と冬季の年２回開催）

・指導要請講習会（各都道府県連盟主催）

・国体等の監督は、2012 年（大分国体）から公認スポーツ指導者とすることを義務づける

※成年男子（監督廃止）については検討中

（３）指導者バンク（日本連盟）の推進

・競技者育成プログラム（Step3，4，5）を推進するための指導者確保

４．アンチ・ドーピングに関する事業を行う。

５．地域グループ育成のため、次の事業を実施する。

（１）地域クラブ・ジュニアクラブの育成

会員登録料（一般 20%，中学生 20％，小学生 50％）の還元

（２）ソフトテニスの日の実施（10 月第１週の日曜日，各地区にて実施する）

（３）指導者バンク（地域）の推進

６．国内競技会を大会実施要項に基づき実施する。 参考資料①

７．大会見直しの検討と大会運営の改善

（１）全日本選手権大会の見直し

※参加資格，参加数の見直し 参考資料②

（２）全日本団体選手権大会の検討



（３）大会開催地関係費の増額

（４）スコアボード・ゼッケンの検討

８．地域における競技会開催に補助を行う。

９．公認審判員制度に関し、次の事業を実施する。

（１）マスターレフェリー，マスターアンパイヤー（50 歳以上）の認定

（２）ジュニア審判員の認定：小学４年生から中学生を対象

（３）審判技術向上のための DVD を作成

12．広報に関し、次の事業を実施する。

（１）IT システムの構築とホームページの充実

・会員登録システムの充実

・会員登録費収納システム・審判・技術等級システムを構築

・大会申込システムの構築とリンク

14．国際競技大会へ代表選手団を派遣する。

（１）第 13 回世界選手権大会（韓国・安城市）

４．東日本連盟総会報告

平成１８年度評議員会が、１２月１６日（土）午後１３時３０分から全共連別館（東京都内）におい

て、東日本連盟加盟都道府県代表等と東日本連盟員等が出席し開催されました。

１．東日本選手権について

○開催日時：平成１９年７月１４日（土）～７月１５日（日）

○開催場所：富山県 ４会場



５．北信越連盟関連会議報告

●第１回北信越連盟理事長会議

日時：平成 18 年 5 月 28 日(日)

会場：新潟市（北信越選手権大会開催会場）

議題：1.北信越ブロック国体抽選 ほか

●第７回北信越連盟会長会議（毎年１回開催）

日時：平成 18 年 8 月 26 日(土) 北信越ブロック国体第１日目

会場：岡谷市

内容：日本連盟・林副会長との懇談 ほか

●第２回北信越連盟理事長会議

日時：平成 18 年 12 月 16 日(土) 東日本連盟総会終了後

会場：東京都内

議題：1.平成 18 年度事業報告（途中経過）

2.平成 19 年度大会日程 ほか

●第３回北信越連盟理事長会議

日時：平成 19 年 2 月

会場：新潟県上越市

議題：1.平成 18 年度事業報告

2.平成 18 年度決算報告

3.平成 19 年度事業計画(案)

4.平成 19 年度収支予算(案) ほか

１．平成 19 年度北信越選手権大会

○開催日時：平成 19 年 5 月 27 日（日）

○開催場所：長野県長野市

３．年度別大会開催予定表

選手権 北信越 実業団 インドア
年度

中学 高校 一般 国体 リーグ 中学 高校 選抜
備考

19 長野県 福井県 長野県 福井県 石川県 新潟県 長野県 富山県 東日本(富山)

20 石川県 長野県 富山県 新潟県 福井県 石川県 石川県 長野県 全中(富山)

21 新潟県 新潟県 福井県 石川県 長野県 福井県 長野県 新潟県

22 福井県 石川県 石川県 富山県 新潟県 長野県 石川県 福井県

23 富山県 富山県 新潟県 長野県 富山県 富山県 長野県 石川県



６．協 議 事 項

（１）平成 18年度事業報告

●総務部（事務局）

１．全 国 評 議 員 会 12 月 16 日～17 日（東京） 出席者：2 名

東日本連盟総会，アジア大会優勝祝賀会，日本連盟評議員会

２．北信越連盟会議 北信越連盟関係会議報告を参照

３．納 会 12 月 2 日（高岡地区：大野屋旅館）

４．理 事 会 12 月 2 日（大野屋旅館），19 年 2 月 22 日（富山県総合体育センター）

５．対 外 諸 会 議

○ 県体協評議会 18 年 5 月 24 日（富山県民会館）

○ 県体打合会 18 年 6 月 14 日（県体協会議室）

○ 国体選考委員会 18 年 9 月 5 日（県体協会議室）

○ 県体協強化ヒアリング 18 年 11 月 10 日（県体協会議室）

○ 県体協強化・普及担当者会議 19 年 3 月 9 日（県総合体育センター会議室）

６．競技スポーツ振興事業【富山県体育協会経費補助：小学生対象（300,000 円）】

７．そ の 他

○ 財務委員会 18 年 5 月 11 日，6 月 21 日，8 月 17 日

○ 東日本選手権視察 18 年 7 月 15 日～16 日 ４名

○ 東日本選手権大会開催準備委員会 18 年 9 月 10 日，10 月 14 日

○ 事務連絡会 随 時

○ ホームページの更新 随 時

●強化部

１．富山県体育協会強化事業【富山県体育協会経費補助】

《参考：富山県体育協会報告書より抜粋》

○ 強化スタッフ・選手指定事業（保険加入補助，指定書発行）

総監督 田 中 誠 治（高岡ビッグウェーブ）

少年男子 監 督 山 森 誠 二（高岡商業高校）

コーチ 荒 井 謙 三（富山工業高校）

選 手 （高岡商業高校）長谷川 慶，種 田 龍 介，中 川 祐 貴，寺生龍之介

柴 田 泰 成，島 田 友 亮，加 藤 一 貴

（富山工業高校）中 本 悠 太，前 田 陽 介

少年女子 監 督 米 澤 賢 司（滑川高校）

コーチ 竹 原 隆 之（高岡商業高校）

選 手 （高岡商業高校）稲 積 佳 林，沼 口 菜 生，植 野 恵，城宝さおり

平 田 晶 絵，長谷日香里，信 高 美 穂



（高岡西高校） 呉松麻里奈，谷 伊規子，長 崎 未 沙

成年男子 監 督 山 口 崇 和（新湊市ソフトテニス協会）

コーチ 湯 浅 稔（高岡ビッグウェーブ）

選 手 （高岡ビックウェーブ） 片 山 諭 志，宮 崎 慎 吾，小 峯 秋 二

（日本体育大学） 稲積京之介，加 納 浩 行

（東北福祉大学） 上 坂 幸 広

（早稲田大学） 柴 田 泰 輔

（不二越） 橋 井 靖 人

（ＹＫＫ） 藤 村 祐 太

成年女子 監 督 佐 野 寛(タカギセイコー)

コーチ 高 辻 則 夫(富山大学)

選 手 (タカギセイコー) 鈴 木 裕 子，田 中 裕 子，山 下 恵，高塚みなみ

中尾真梨子，村 上 杏 奈，向 博 美

（東京女子体育大学） 大西加代子

（早稲田大学） 松島佐智代

○ 組織整備事業（組織強化補助：100,000 円）

○ 合宿・遠征事業（競技力向上補助：4,256,000 円）

○ スポーツ道場開催事業（競技力向上補助：750,000 円）

○ 強化指定事業（資格取得：86,000 円）

２．そ の 他

○ スタッフ会議，強化練習会，近県合同練習会ほか

●競技部

※ 平成１８年度の県内大会成績等については富山県ソフトテニス連盟ホームページをご覧下さい。

ホームページのアドレスは，以下の通りです。

http://www.softtennis-toyama.com/



監 査 報 告 書

平成 18 年度富山県ソフトテニス連盟定期監査の結果、業務および会計業務に関する書類・帳

簿の処理について適正であることを認めます。

平成１９年 ３ 月 日

監 事 正 満 誠 印

監 事 高 崎 克 己 印



（３）役員改選

【理事会報告】

河合会長からの「一身上の都合により会長職を辞したい」との申出を受け、会長職，理事長職，監事

職の選定については，奥井健常任相談役を中心とした現副会長，理事長，副理事長で構成する「特別人

事委員会」で協議する旨，第 2 回理事会（2/22）において承認された。

去る 3 月 3 日（土）に「特別人事委員会」を開催した結果を以下に報告する。

会 長：奥井 健（現：常任相談役）

理 事 長：高倉正和

副会長以下の役員については，原則留任とするが，各加盟団体の役員改選により多少変更する場合も

ある。

各地区からの推薦理事については，別紙調査用紙に記入の上，４月中に事務局まで提出のこと。

正式な役員名簿については，決定次第，HP 等で周知する。

【県連規約の抜粋】
（役員の選任）
第８条 役員の選任は，次によるものとする．

1. 会長は，理事会において推薦し，総会の議決により選任する．
2. 常任相談役及び相談役は，会長が委嘱する．
3. 副会長，常任参与は，会長が推薦する．
4. 理事長は，理事会において推薦し，総会の議決により選任する．
5. 副理事長，常任理事は，理事長が推薦する．
6. 理事は，各地区から推薦された者を理事会で選出する．
7. 監事は，理事会において推薦し，総会の議決により選任する．



（４）平成 19年度事業計画（案）

Ⅰ．事業方針

１．県連加盟会費の改正 議案Ⅰ-1

【経緯】平成 18 年度総会において承認いただいた会長、副会長、理事長、副理事長を構成メ

ンバーとする「市町村合併等に伴う県連加盟会費等の改訂に関する財務特別委員会」において、

5/11，6/21，8/17 の 3 回にわたり種々議論を重ねました。その結果を受け、11/17 付けで各加盟

団体へ第１次案についてのご意見を伺い、第 1 回理事会（12/2）で更なるご意見を伺いました。

これらの議論の経緯を踏まえ、修正案を第 2 回理事会（2/22）に提案し承認を受け、本日提案

するものです。

２．競技力向上対策事業の実施

① 国体上位入賞のための強化事業

② 北信越・東日本・全日本大会等の競技会への派遣

③ 競技力育成プログラムの推進

④ 全日本小学生大会上位入賞のための強化事業と派遣助成

３．生涯スポーツとしての「ソフトテニス」の普及促進

①「ソフトテニスの日」の実施

② シニア層の普及・振興

・富山県スポレク祭（年齢別ソフトテニス大会）の開催支援

・全日本マスターズ大会への派遣助成

③ レディース層の普及・振興

・富山県レディース大会への支援

・全国大会への派遣助成

④ 中学・高校生の普及と強化

・ジュニアオープン大会の開催

⑤ 小学生の普及促進

・富山県小学生ソフトテニス連盟の活動支援

２．審判員養成と技術等級制度の促進

① 公認審判員の認定（新規・更新）

２級審判講習会 ６月９日（日）高岡スポーツコア

② 技術等級の認定

３．会員登録制度の徹底

① 早期登録の実施 参考資料③

４．広報活動の活性化

① ホームページの充実と会員へのサービスの向上

② 大会記録等のマスコミへの提供

Ⅱ．行事日程並びに大会要項

１．別紙行事日程表並びに大会要項参照

２．平成 19 年度東日本選手権大会の開催準備


